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研修コース体系図　(06)IS企画　＆　(08)IS企画評価
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	コース名

研修コースの内容
	ＩＳ企画メソドロジ


	講座分類
	□入門講座　■基礎講座　□上級講座　□特別講座

	コースのねらい
	当コースは、ＩＳ企画に関する方法論や技法を修得することを目的とする。

· コース前半では、情報システムの構築に必要なＩＴ関連知識を学習する。

(例)、代表的な開発言語、システム構成、システム開発のライフサイクル、システム開発手法、スケジュール・進捗管理の方法など

· コース後半では、事例を交えて情報システムの企画、（外部委託も含めた）開発工程や管理業務に関する実践的な知識を学習する。

(例)　ＩＳ化の目的、期間、効果、コスト管理、作業分担、品質など

	受講対象者
	　ＩＳ企画ができることを目指す者。

	研修方法
	　講義およびワークショップ

	研修期間
	　標準日数　５日（クラスルーム）

	スキル修得目標
	IS戦略を理解し、ＩＳ企画の基本方針を策定できる

システム構築の基本知識を理解してＩＳ企画に応用できる。

システムアーキテクチャの基本要件を明確化できる
企画書に基づきＩＳ企画をステークホルダに説明できる

	関連知識
	プロセスガイドライン(ＩＴコーディネータ)

ＳＷＯＴ

財務会計（ソフトウェア会計、リース会計など）・管理会計（予算管理、ＲＯＩ、コスト管理、投資評価など）

ＩＴガバナンス （例） ＣＯＢＩＴなど

業務プロセス（例） ＢＰＲ、内部統制、業務プロセスのモデリング、関連法規、改善提案、ＢＳＣなど

ユーザー要件定義、調達 （例）ユーザー要件、ＲＦＰ、ベンダ選定、見積もり手法、契約（請負、準委任、ＳＬＡ など）など
プロジェクト体制 （例） ライン型組織、マトリックス型組織、ＴＲＭ（役割分担）など

コミュニケーション　（例）　コミュニケーション体制、コミュニケーション支援ソフトウェアなど

システム開発の方法論 （例） ウォーターフォール、プロタイピング、パッケージソフト、ＡＳＰ、自社開発、アーキテクチャ、ＳＯＡ、ＥＲＰ、開発言語など

スケジュール管理・進捗管理技法 （例） ＷＢＳ、ＥＶＭＳなど
リスク分析手法 （例） リスクの定量・定性分析、デシジョンツリなど


	コース名

研修コースの内容
	業務プロセスのモデリング手法


	講座分類
	□入門講座　■基礎講座　□上級講座　□特別講座

	コースのねらい
	　当コースは、業務プロセス再設計のためのモデリング手法に関する知識を修得することを目的とする。

· 現状の業務プロセスの可視化や問題点の抽出を学習する

· 現状とあるべき姿とのギャップ分析を行い再設計する知識を学習する。
· 将来のあるべき姿を描くための一般的なモデリング手法を学習する。

· 研修にあたっては事例研究や文書化の演習を行う。

	受講対象者
	業務プロセスの再設計や改善について一般的な知識を修得したい者

	研修方法
	　ワークショップ

	研修期間
	　標準時間　１日（クラスルーム）

	スキル修得目標
	システム構築の対象業務に対して、現状とあるべき姿の業務プロセスを一般的な様式で可視化できる

現状の業務プロセスから課題を抽出し、あるべき姿の業務プロセスに反映できる

	関連知識
	業務のフローチャート

ＤＦＤ

ＥＲＤ

バランススコアカード（戦略マップ）

ベストプラクティス

ベンチマーク

ＡＰＱＣモデル

ビジネスプロセスマネジメント（ＢＰＭ）

内部統制（リスクコントロールマトリックス、フローチャート、手順書など）

Ｆｉｔ ＆ Ｇａｐ分析


	コース名

研修コースの内容
	システム方式の策定


	講座分類
	□入門講座　■基礎講座　□上級講座　□特別講座

	コースのねらい
	当コースは、ＩＳ企画に必要なシステム方式の策定（パッケージ適用・自社開発（社内開発、請負）・ＡＳＰサービスなど）に関する知識の修得を目的とする

· 各システム方式の特性やそのメリット・デメリットを理解する

（例）　コスト管理、開発スケジュール、機能拡張性、業務・システム環境への適合性、システム導入に必要となるインフラ基盤など

· 成功事例や失敗事例を交えてシステム方式の違いを学習するのがよい

	受講対象者
	ＩＳ企画やシステム開発に携わる者

	研修方法
	　講義およびワークショップ

	研修期間
	　標準時間 １日(クラスルーム)

	スキル修得目標
	業務要件やシステム環境から適当なシステム方式の候補を導出できる

複数のシステム方式を比較分析できる

業務要件やシステム環境を理解して、最適なシステム方式を選択・評価できる

	関連知識
	パッケージの適合性評価（Ｆｉｔ ＆Ｇａｐ分析）

パッケージやシステムサービスの動向調査

システムインテグレーション

システムの調達（自社開発、ＡＳＰ、アウトソーシングなど）

インダストリ知識（標準化、業務プロセス、シェアードサービスなど）

ＩＴ関連知識（ＩＴ基盤、ＷＥＢなど）

財務会計（ソフトウェア会計、リース会計など）・管理会計（コスト分析など）


	コース名

研修コースの内容
	インダストリアプリケーション動向


	講座分類
	□入門講座　□基礎講座　□上級講座　■特別講座

	コースのねらい
	当コースは、各インダストリにおける最新の動向や現在注目を集めているアプリケーションやソリューションに関する知識を修得することを目的とする。

· 対象とする各インダストリ別にアプリケーションやソリューションのテーマについて最新の情報を提供する

· 受講者はスキルの維持向上を図るために、定期的または必要に応じてテーマを選択し受講する

· 講義形式によってアプリケーションの実演などを行ってもよい



	受講対象者
	　関連業界に関する知識や使用されるアプリケーションなどについて最新情報をフォローアップしていきたい者

	研修方法
	　講義

	研修期間
	　標準日数　１日（クラスルーム）

	スキル修得目標
	最新のアプリケーションやソリューションの知識を修得できる。



	関連知識
	最新のアプリケーション

導入実績の多いアプリケーション

最新事例
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